
「流影」を感じられるような、休憩所を設計した。
不動な街を彷彿とさせるようなRC造の間を縫うように水が流れている。
水の流れ、移ろう様子を様々な方法で感じることができる。

１流影を感じる休憩所 ２流影を持ち込む水

人の動線と流れを逆にする事で奥を感じさせる。
流れながら、様々な表情を作り、様々な角度から移ろいを楽しむ。
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３水の様々な表情
川の流れから「たまる」「落ちる」「流れる」という３つの表情を取り出し取り込んだ。

「たまる」
休憩所の上に水をため、その絶え間ない揺らぎを光を通して感じる

「落ちる」
滝のように絶え間なく形を変えながら落ちていく。

「流れる」
人の動線からは壁で隔てられており、その音で気配を感じる。

(1) (2) (3)

水の流れ
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